
後
援
会
の
皆

様
こ
ん
に
ち
は

髙
島
ま
こ
と
で

す
。三

月
十
一
日

十
四
時
四
十
六

分
頃
東
北
地
方

沖
で
発
生
し
ま

し
た
、
過
去
最

大
級
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー

ド
九
．
〇
。

今
回
の
大
震

災
で
死
者
、
行

方
不
明
者
合
わ

せ
て
約
二
万
七

千
人
の
大
災
害

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
津
波
や

停
電
に
よ
る
二

次
災
害
で
福
島

原
子
力
発
電
所

の
水
素
爆
発
、

放
射
能
漏
れ
事

故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

紙
面
で
は
有

り
ま
す
が
、
災

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
多
く

の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

連
日
連
夜
、
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
私

が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

中
学
生
の
子
供
が
、
両
親
は
行

方
不
明
、
家
は
流
さ
れ
、
た
だ

呆
然
と
が
れ
き
の
前
に
立
ち
す

く
ん
で
ポ
ツ
リ
と
「
震
災
の
前

は
、
家
族
に
囲
ま
れ
、
当
た
り

前
の
様
に
、
毎
日
あ
た
た
か
い

ご
飯
食
べ
て
、
お
風
呂
に
入
っ

て
、
ぐ
っ
す
り
寝
て
・
・
そ
れ

が
一
瞬
の
間
に
こ
ん
な
事
に
な
っ

て
・
・
い
か
に
私

は
、
幸
せ
だ
っ
た

か
今
初
め
て
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
ど
う
や
っ
て

誰
を
頼
り
に
生
き

て
い
っ
た
ら
良
い

か
解
り
ま
せ
ん
。
」

涙
浮
か
べ
て
い
る

光
景
を
目
に
し
て

私
は
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
絶
対
に

い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の

地
震
の
影
響
で
原

子
力
発
電
所
の
放

射
能
漏
れ
対
策
に

つ
い
て
は
、
全
世

界
が
注
目
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。三

重
県
は
、
原
子
力
発
電
所

の
施
設
は
、
有
り
ま
せ
ん
の
で
、

放
射
能
漏
れ
に
よ
る
災
害
は
少

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
地

理
的
に
、
伊
勢
湾
や
太
平
洋
の

海
に
面
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

東
海
、
東
南
海
地
震
に
依
る
津

波
災
害
は
、
充
分
に
考
え
ら
れ

ま
す
。
真
っ
黒
な
津
波
が
、
押

し
寄
せ
一
ト
ン
以
上
の
車
が
お

も
ち
ゃ
の
様
に
プ
カ
プ
カ
浮
い

て
押
し
流
が
さ
れ
、
家
や
電
信

柱
を
な
ぎ
倒
し
、
各
地
で
火
災

が
発
生
し
、
街
全
体
が
が
れ
き

の
山
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
様
な
大
地
震
が
、
私
達

の
身
近
で
発
生
し
ま
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
果
た
し
て
、

防
災
対
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
？

現
状
の
防
災
対
策
で
は
安
全
、

安
心
な
街
と
は
到
底
言
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に

今
後
、
亀
山
市
に

於
き
ま
し
て
も
、
改
め
て
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

読
者
の
皆
様
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
ご
家
庭
で
災
害
に
遭
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
或
い
は
職

場
や
、
学
校
等

外
出
先
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
避
難
場

所
ご
存
じ
で
す
か
？

非
常
食

は
大
丈
夫
で
す
か
？

お
住
ま

い
の
耐
震
は
万
全
で
す
か
？

私
、
髙
島
ま
こ
と
は
、
皆
様

の
安
全
、
安
心
対
策
を
更
に
強

化
し
て
い
く
為
に
は
、
避
難
施

設
の
改
良
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
、
二
次
災
害
の
防
止
策
、

災
害
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

そ
し
て
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の

心
の
ケ
ア
等
様
々
な
方
面
か
ら

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
切
に
感
じ
ま
し
た
。
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昨
年
、
一
二

月
十
日
、
市
議

会
議
員
と
し
て

初
め
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し

た
。今

回
の
質
問

内
容
は
、
大
き

く
三
つ
分
け
て
、

一
、
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て市

長
に
就
任

し
て
約
二
年
が

経
過
し
た
が
、

選
挙
前
に
公
約

し
た
六
十
八
項

目
の
中
で
達
成

し
た
項
目
は
？

答
弁
内
容

着
手
し
た
項
目

八
四
％

一
二
月
現
在
、

達
成
し
た
項
目

六
項
目

前
倒
し
し
て
、

達
成
し
た
項
目

四
項
目

そ
れ
に
し
て

も
何
と
も
低
い

数
字
で
有
り
ま

す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
て
有

権
者
の
方
は
、
明
日
の
亀
山
を

託
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
数

字
は
、
公
約
違
反
で
は
無
い
の

で
し
ょ
う
か
？

市
長
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
次
回
三
月

定
例
会
に
再
度

質
問
、
報
告

致
し
ま
す
。

二
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

亀
山
新
駅
に
つ
い
て

現
在
の
積
立
基
金
は
？

答
弁
内
容

現
在
の
基
金
は
一
二
億
五
千

万
円
で
今
年
度
は
、
五
千
万
円

の
積
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て

対
象
人
数
と
申
請
者
数
、
利

用
率
は
？

答
弁
内
容

対
象
者

六
五
九
二
人

申
請
者
数
三
三
二
六
人

利
用
率

四
〇
，
五
％
（
一

三
四
七
人
）
何
と
も
低
い
数
字

で
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
出
来
な
い
寝

た
き
り
の
方
々
の
皆
様
に
対
し

て
今
後
の
方
針
は
？

事
業
の
目
的
が
違
う
た
め
検

討
は
し
な
い
が
、
今
後
研
究
す

る
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

今
回
の
一
般

質
問
は
、
四
項

目
で
す
。

前
回
に
引
き

続
き
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て答

弁
内
容

六
八
項
目
に

対
し
て
八
項
目

達
成
率
一
六
、

二
％
と
に
か
く

低
い
数
字
で
す
。

こ
の
数
字
に

対
し
て
市
長
は

市
民
に
対
し
て

ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
？

公
約
に
対
し

て
今
後
も
施
策
に
向

け
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
何
と
も
頼
り

な
い
答
弁
で
し
た
。

次
に
非
常
勤
、
臨

時
職
員
の
実
態
に
つ

い
て市

正
職
員
六
〇
〇

名
に
対
し
五
六
一
名

正
、
非
比
率
四
五
％
。

内
訳

男
姓
一
八

％
女
姓
八
二
％
雇
用

期
間
一
年
間
。
勤
続
年
数
は
、

大
半
が
、
一
年
か
ら
数
年
。
一

〇
年
以
上
五
〇
名
。
最
長
一
四

年
。業

務
内
容
は
、
正
職
員
も
非

常
勤
職
員
も
同
じ
、
専
門
職
と

な
れ
ば
、
後
者
の
方
が
、
仕
事

出
来
る
が
給
与
は
三
分
の
一
。

問
題
な
の
は
、
再
雇
用
に
あ

た
っ
て
、
空
白
の
一
日
が
有
り
、

一
日
休
ま
せ
て
翌
日
か
ら
再
雇

用
・
・
お
か
し
い
の
で
は
？

法
的
に
は
問
題
有
り
ま
せ
ん
。

正
職
員
化
は
、
今
後
検
討
し
ま

す
。
と
の
答
弁
。

次
に
、
市
内
地
籍
測
量
に
つ

い
て
・
・
未
登
記
の
件
数
は
？

現
在
市
道
に
な
っ
て
い
る
箇

所
の
未
登
記
件
数
は
把
握
出
来

て
い
ま
せ
ん
。
何
故
？

明
治
時
代
に
沿
道
寄
付
さ
れ

た
場
合
記
録
が
定
か
で
は
有
り

ま
せ
ん
。
又
、
戦
中
戦
後
混
乱

期
か
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
調
査
を
引
き
続
き
行
い
解

消
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
と
寄
付
し
た
も
の
の
、

固
定
資
産
税
と
し
て
支
払
っ
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
税
金

の
返
納
は
市
と
し
て
考
え
て
い

る
の
か
？

調
査
の
上
行
政
と
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
水
道
配
水
管
の
更
新

に
つ
い
て
・
・
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
水
道
配
水
管
の
健
康
被

害
は
有
る
の
か
？
又
、
ど
の
程

度
使
用
し
て
い
る
の
か
？

厚
生
労
働
省
の
見
解
で
は
、

地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
飛
散
し
な
い
か
ら

問
題
無
い
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
延
べ
八
二
ｋ
ｍ
石
綿
管

使
用
し
て
い
ま
す
。

用
済
み
後
の
配
管
は
？
そ
の

ま
ま
地
中
に
埋
設
し
て
い
ま
す
。

法
的
に
問
題
な
い
の
か
？
手
引

き
に
沿
っ
て
施
工
し
て
い
ま
す

の
で
問
題
有
り
ま
せ
ん
。

以
上
が
一
般
質
問
内
容
で
す
。
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